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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
る

海
外
か
ら
の
渡
航
制
限
の
た
め
、
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
招
へ
い
が
実
施
で
き
な
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。
科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
交
流
に
よ
り
醸
成
さ
れ
た
海
外
の
送
出
し

機
関
と
日
本
の
受
入
れ
機
関
の
良
好
な
関
係
を
継
続
さ

せ
る
た
め
、
ま
た
新
た
な
交
流
に
向
け
た
準
備
の
た
め

に
、
各
機
関
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
支

援
を
続
け
て
い
る
。
今
回
は
熊
本
大
学
と
大
阪
府
立
高

津
高
等
学
校
が
実
施
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
紹
介

す
る
。
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熊
本
大
学
の
活
動
報
告

先
端
的
電
力
・
エ
ネ
技
術
に
関
す
る

ハ
サ
ヌ
デ
ィ
ン
大
と

の
体
験
交
流

２
０
２
０
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
東
部
の
ス
ラ
ウ
ェ

シ
島
に
あ
る
ハ
サ
ヌ
デ
ィ
ン
大
学
工
学
部
電
気
工
学

科
の
学
生
10
名
と
教
員
１
名
を
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン

ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
我
が
国
に
招
へ
い
す
る
予
定
を

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
折
か
ら
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
が
発
生
し
た
た
め

２
０
２
１
年
に
延
期
と
な
り
、
招
へ
い
で
き
る
機
会

を
窺
っ
て
い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
感
染
拡
大
が
続
き
、
残
念
な
が
ら
21
年
10
月
に
オ

ン
ラ
イ
ン
交
流
に
切
り
替
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

急
な
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
へ
の
切
り
替
え
と
な
り
ま

し
た
が
、
21
年
12
月
20
日
〜
22
年
１
月
13
日
ま
で
５

回
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ムZoom

を
使
っ
て
、
ハ
サ
ヌ
デ
ィ
ン
大
学
と
の
交
流
を
実
施

し
ま
し
た
。
日
に
よ
っ
て
参
加
者
に
多
少
変
動
は
あ

り
ま
し
た
が
、
最
大
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
は
学
生
11

名
と
教
員
６
名
、
日
本
側
は
学
生
12
名
と
教
員
２
名
、

そ
れ
と
学
外
の
講
演
者
２
名
の
参
加
を
得
ま
し
た
。

第
１
回
の
12
月
20
日
は
、
日
本
時
間
10
時
か
ら
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
し
て
日
本
側
か
ら
は
熊
本
大
学
の

宮
内
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
か
ら
は
ハ
サ
ヌ
デ
ィ
ン

大
学
のY

usri	Syam
	A
kil

先
生
が
挨
拶
し
、
そ
の

後
、
熊
本
大
学
の
紹
介
を
ビ
デ
オ
と
ス
ラ
イ
ド
で
行

い
ま
し
た
。

第
２
回
の
12
月
23
日
は
、
熊
本
大
学
電
力
シ
ス
テ

ム
研
究
室
の
ゼ
ミ
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
博
士
前
期

課
程
２
年
次
の
学
生
２
名
が
各
自
の
修
士
論
文
に
つ

い
て
中
間
発
表
を
し
、
ま
た
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
の

留
学
生
で
あ
る
博
士
後
期
課
程
３
年
次A

ung	M
yo	

W
in

氏
が
研
究
発
表
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
質
疑
応
答

を
行
い
ま
し
た
。

第
３
回
の
12
月
27
日
は
、
午
前
中
に
、
熊
本
大
学

の
王
准
教
授
が
パ
ル
ス
パ
ワ
ー
研
究
室
を
紹
介
し
、

実
験
の
様
子
を
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
し
ま
し
た
。
午
後

は
、
（
一
財
）
電
力
中
央
研
究
所
社
会
経
済
研
究
所

の
古
澤
健
上
席
研
究
員
に
熊
本
大
学
へ
お
越
し
頂
き
、

本
学
学
生
へ
は
対
面
で
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
側
へ
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、

「Electricity	m
arket	reform

	
in	Japan

」
と
題
し
て
講
演
を
行

っ
て
頂
き
ま
し
た
。

年
が
明
け
て
第
４
回
１
月
４
日

に
は
、
徳
島
大
学
の
北
條
昌
秀
教

授
に
、
「Pow

er	E
lectronics	

A
pplications	for	Future	Grid	
w
ith	V

arious	D
istributed	

E
nergy	R

esources

」
と
題
す

る
講
演
を
全
員
オ
ン
ラ
イ
ン
で
聴

講
し
ま
し
た
。
最
終
回
の
第
５
回

は
１
月
13
日
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
ハ
サ
ヌ
デ
ィ
ン
大
学
の
博
士
課

程
学
生M

uliadi

氏
と
教
員
２
名

（Fitriyanti	M
ayasari

講
師
及

びH
asniaty	A

.

講
師
）
に
研
究

発
表
を
行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
教

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
299
回

＝
特
別
連
載
＝

宮内　肇
（熊本大学大学院
先端科学研究部
情報・エネルギー部門
電力・制御分野准教授）

熊本大学のゼミにオンライン参加

パルスパワーによるコンクリート破砕実験のオンライン視聴

員
の
方
の
ご
講
演
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
電
力
事
情
に

関
わ
る
も
の
で
、
た
い
へ
ん
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
限
ら
れ
た
時
間
と
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い

う
制
約
の
中
で
し
た
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
日
本
双
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大
阪
府
立
高
津
高
校
の
活
動
報
告

東
ア
ジ
ア

－

太
平
洋

高
校
生
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

本
事
業
は
、
台
湾
と
韓
国
の
高
校
生
を
招
へ
い
し

て
大
阪
で
実
施
す
る
予
定
で
し
た
が
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
に
よ
る
入
国
制
限
の
た
め
海
外
か
ら
の
招
へ
い

が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
日
本
の
３
カ
国
を
結
び
、
新

た
な
内
容
・
形
態
で
の
高
校
生
の
国
際
交
流
を
め
ざ

し
て
１
月
10
日
に
実
施
し
ま
し
た
＝
写
真
。
参
加
校

お
よ
び
参
加
人
数
は
、
韓
国
の
イ
リ
高
校
21
名
、
イ

リ
女
子
高
校
55
名
、
完
山
女
子
高
校
23
名
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
ア
ン
ジ
ェ
リ
カ
ム
大
学
附
属
高
校
25
名
、
日

本
か
ら
は
本
校
生
徒
23
名
と
連
携
校
で
あ
る
追
手
門

学
院
大
手
前
高
等
学
校
５
名
の
計
１
５
２
名
で
し
た
。

交
流
内
容
は
主
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
気
候
変
動
と
い

う
世
界
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
二
つ
の
テ
ー
マ
に

関
す
る
も
の
で
す
。
第
１
部
と
し
て
須
藤
篤
教
授

（
近
畿
大
学
・
理
工
学
部
）
に
よ
る
講
義
「Energy	

for	SD
Gs

」
、
第
２
部
と
し
て
環
境
調
査
と
科
学
研

究
活
動
に
関
す
る
発
表
お
よ
び
４
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
報
告
、
第
３
部
と
し
て

韓
国
よ
り
オ
・
チ
ャ
ン
フ
ァ
ン
教
授
（
国
立
全
北
大

学
・
地
球
環
境
科
学
部
）
に
よ
る
気
候
変
動
に
関
す

る
講
義
「T

he	global	w
arm
ing	crisis	w

ill	be	

藤村　直哉
（大阪府立高津高校教諭
〈SSH推進委員会国際交流担当〉）

resolved	w
hen	w

e	becom
e	happy

」
を
実
施

し
ま
し
た
。

第
１
部
の
講
義
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
深
く
関
連
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
つ
い
て
、
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

特
徴
を
具
体
的
か
つ
多
面
的
に
考
察
を
す
る
必
要
が

あ
る
と
い
う
指
摘
が
講
師
よ
り
な
さ
れ
、
第
３
部
の

講
義
で
は
今
大
き
な
話
題
に
な
っ
て
い
る
急
激
な
気

候
変
動
を
防
ぐ
た
め
の
実
践
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

二
つ
の
講
義
は
、
自
分
た
ち
が
今
後
何
を
考
え
、
何

を
行
っ
て
い
く
べ
き
か
に
つ
い
て
、
重
要
で
さ
ま
ざ

ま
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
り
、
聞
い

て
よ
か
っ
た
と
い
う
声
が
各
国
の
高
校
生
か
ら
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
第
２
部
の
実
践
報
告
と
研
究

報
告
で
は
、
各
国
の
同
世
代
の
高
校
生
が
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
考
え
、
実
践
し
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と

が
で
き
て
よ
か
っ
た
と
の
声
が
多
か
っ
た
で
す
。

参
加
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
次
の
よ
う
な

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

【
日
本
】

「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
ど
の
国
の
高
校
生
も
非

常
に
高
い
レ
ベ
ル
で
の
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
今
後

の
活
動
の
参
考
に
し
た
い
」
「
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方

が
あ
っ
て
面
白
か
っ
た
。
違
う
国
に
い
て
も
話
し
合

い
が
で
き
る
と
い
う
の
は
貴
重
な
体
験
で
あ
っ
た
」

【
韓
国
】

「
異
な
る
国
の
高
校
生
と
話
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。

住
ん
で
い
る
地
域
が
異
な
っ
て
も
自
分
と
大
き
く
変

わ
ら
な
い
、
同
じ
世
界
に
生
き
て
い
る
存
在
で
あ
る

こ
と
が
実
感
で
き
、
意
義
深
い
と
感
じ
た
」

【
フ
ィ
リ
ピ
ン
】

「
自
分
た
ち
の
研
究
が
、
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
一

部
分
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で

き
、
と
て
も
う
れ
し
く
感
じ
た
。
講
義
も
有
益
な
知

識
と
、
私
に
と
っ
て
変
革
に
向
け
た
一
歩
を
進
め
る

た
め
の
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
」

当
初
は
、
３
カ
国
、
６
校
で
１
０
０
台
を
超
え
る

多
数
の
端
末
を
結
ん
で
オ
ン
ラ
イ
ン
交

流
を
開
催
す
る
こ
と
に
不
安
も
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
も
同
じ

講
義
を
共
に
受
講
し
て
問
題
意
識
を
共

有
し
、
生
徒
同
士
が
希
望
や
喜
び
に
満

ち
た
交
流
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
十
分
行
う

こ
と
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
改
め
て
確

認
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
可
能
な
限
り

こ
の
よ
う
な
交
流
の
場
を
設
定
し
、
生

徒
た
ち
が
国
際
交
流
や
科
学
研
究
に
一

層
興
味
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
取

組
み
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

員
の
方
の
ご
講
演
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
電
力
事
情
に

関
わ
る
も
の
で
、
た
い
へ
ん
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
限
ら
れ
た
時
間
と
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い

う
制
約
の
中
で
し
た
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
日
本
双

方
の
学
生
ど
う
し
交
流
す
る
よ
い
機
会
を
も
つ
こ
と

が
で
き
、
少
し
で
も
相
互
理
解
が
深
ま
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。




